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●　　　● TOm0両Mえ

清
流
へ
の
道
は
ま
だ
途
上
。
で
も
い
つ
の
日

か
光
り
輝
く
北
川
で
子
ど
も
ら
と
戯
れ
ん
！

二
言
地
球
的
に
考
え
、
地
域
的
に
活
動
す

る

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

北

川

か

っ

ば

の

会
を
旗
上
げ
し
て
か
ら
早
く
も
1
年
。

八
回
山
の
南
麓
を
流
れ
る
北
川
に
は
、

カ
ワ
セ
、
・
、
や
コ
サ
ギ
、
カ
モ
が
戻
り
、

ク

チ

ポ

ッ

や

ザ

リ

ガ

ニ

を

追

い

か

け

る

水

ガ

羊

も

増

え

て

き

ま

し

た

。

一

二

の

5

月

に

は

2

回

日

の

北

川

ク

リ

ー

ン

・

ア

ッ
プ
作
戦
が
昨
年
同
様
1
5
0
名
近
い

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

人

々

の

参

加

で

行

な

わ
れ
、
車
3
台
分
の
ゴ
、
・
、
を
回
収
。
川

も
ス
ソ
キ
リ
大
書
、
ひ
、
大
成
功
で
し
た
。

清
流
へ
の
道
は
ま
だ
途
上
で
す
が
、

愛
憎
を
少
し
ず
つ
加
え
な
が
ら
、
い
つ

の

日

に

か

キ

ラ

キ

う

光

る

川

で

子

ど

も

ら
と
一
緒
に
遊
び
た
い
も
の
で
す
。

か
っ
は
通
信
も
1
号
目
、
会
員
数
は

ま

も

な

く

的

名

。

正

直

驚

い

て

お

り

ま

す
が
、
今
後
と
も
無
理
を
せ
ず
楽
し
い
i

活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。



●北川よ、清流になってくれよ

●このゴミはぼくの獲物だぞ

第
2
回
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
も
大
成
功
！

5
月
2
6
日
、
東
村
山
市
の
主
催
で
第

2
回
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
好
評
だ
っ
た
昨
年
秋

に
引
き
続
き
、
第
2
弾
も
大
成
功
に
終

わ
り
ま
し
た
。

日
向
橋
か
ら
前
川
合
流
点
ま
で
を
3

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
民
約
1
5
0

名
の
参
加
で
川
掃
除
。
　
　
　
　
　
　
　
緒
に
大
物
の
ザ
リ
ガ
ニ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を

目
立
っ
た
ゴ
ミ
と
し
て
は
、
カ
ン
類
　
捕
ま
え
る
姿
も
見
え
ま
し
た
。

や
不
燃
ゴ
ミ
が
多
く
、
自
転
車
や
バ
イ
　
　
終
っ
た
後
は
、
か
っ
ば
の
会
主
催
の
定

ク
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
前
回
に
　
番
「
河
原
の
豚
汁
パ
ー
テ
ィ
ー
」
。
盛
り

比
べ
、
ゴ
ミ
の
量
は
や
や
少
な
い
よ
う
　
上
が
り
ま
し
た
。

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
回
は
秋
に
第
3
弾
が
予
定
さ
れ
て

子
供
達
の
参
加
も
多
く
、
ゴ
ミ
と
一
　
い
ま
す
。
是
非
参
加
下
さ
い
。



か
っ
ぱ
探
検
隊
荒
川
カ
ヌ
ー
初
漕
ぎ

4
月
1
9
日
。
前
日
天
気
は
大
荒
れ
、

気
温
十
度
と
最
悪
。
し
か
し
、
か
っ
ば

の
神
通
力
当
日
は
、
曇
り
の
ち
晴
れ
と

絶
好
の
カ
ヌ
1
＆
キ
ャ
ン
プ
日
よ
り
－
。

か
っ
は
衆
3
0
名
、
水
ガ
キ
に
な
っ
て

埼
玉
県
玉
淀
河
原
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
さ
ん
ざ
ん
は
し
ゃ
い
だ
あ
と

お
待
ち
か
ね
の
焚
火
を
囲
ん
で
の

（
呑
み
会
）
が
始
ま
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ス
テ
ー
キ
、
キ
ム
チ

鍋
、
特
製
魚
の
ひ
も
の
等
々
い
つ
も
な

が
ら
豪
華
。
は
じ
め
て
合
っ
た
人
達
と

も
自
然
に
会
話
が
は
ず
む
。
火
を
囲
ん

で
、
酒
を
呑
む
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
と

て
も
心
が
温
か
く
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

と
き
が
流
れ
て
い
っ
た
。
自
然
の
中
に

と
け
こ
む
と
　
［
火
山
　
は
、
や
さ
し
く
な

れ
る
の
だ
と
思
う
。

“
水
と
み
ど
り
の
市
民
懇
談
会
を
開
催

か
っ
ば
の
会
で
は
、
市
民
と
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
清
流
復
活
を

め
ざ
し
、
市
と
の
定
期
懇
談
会
の
設
置
を

望
ん
で
い
ま
し
た
。

北
川
の
清
掃
な
ど
市
と
の
協
力
関
係

が
進
む
な
か
で
、
都
市
建
設
部
縁
故
課
の

呼
び
か
け
に
よ
り
、
念
願
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
会
合
は
6
月
4
日
午
後
7
時
か
ら

東
村
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
縁
故

課
長
と
係
長
が
主
席
し
、
市
民
側
は
か
っ

ば
の
会
な
ど
自
然
保
護
の
活
動
を
し
て

い
る
4
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
市
か
ら
、
情
報
交
換
や
交
流

を
通
じ
、
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

水
と
み
ど
り
の
市
民
懇
談
会
（
仮
称
）
を

定
期
的
に
開
催
し
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
参
加
団
体
の
活
動

、
報
告
や
意
党
交
換
を
し
、
さ
ら
に
今
後
の

会
の
進
め
方
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
は
．
7
月
4
日
で
す
。



忙
し
い
現
代
っ
子
諸
君
。
7
月
2
0
日

か
ら
夏
休
み
だ
。
か
っ
ば
と
一
緒
に
川

で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
。

行
先
は
高
麗
川
の
上
流
。
魚
研
究
家

の
君
塚
芳
輝
先
生
が
、
魚
の
採
り
方
や

観
察
の
仕
方
を
君
に
伝
授
し
て
く
れ
る
。

●
日
時
／
1
月
2
0
日
（
土
）
●
塞
ロ
／
①

東
村
山
駅
東
口
朝
8
時
3
0
分
②
西
武
池

袋
線
東
吾
野
駅
期
日
時
●
費
用
／
5
0

0
円
（
飲
物
付
′
保
険
料
込
′
交
通
費
別
）

●
持
ち
物
／
水
着
∴
／
ヤ
ー
ン
上
下
・
古

靴
・
古
靴
下
・
水
中
メ
ガ
ネ
‥
シ
ュ
ノ
ー

ケ
ル
（
あ
れ
ば
）
・
お
弁
当
●
定
員
／
3
0

名
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
●
交
通
／
電
車

（
西
武
池
袋
線
）
●
問
合
せ
・
申
込
み
先

／
三
島
皿
0
4
2
3
・
9
1
・
2
3
6
5

第
5
回
か
っ
ぱ
サ
ロ
ン

「
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

ゲ
ス
ト
”
市
環
境
部
長

行
政
主
導
型
の
市
政
か
ら
両
氏
参
加

型
の
市
政
へ
の
転
換
が
全
国
各
地
で
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

環
境
、
福
祝
、
教
語
、
街
つ
く
り
と

日
々
の
生
活
の
中
で
、
地
域
の
人
々
が

接
す
る
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
あ

り
ま
す
。
擬
制
、
不
満
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
そ
の

疑
問
や
ら
不
満
、
希
望
を
ぶ
つ
け
る
、

も
し
く
は
提
言
を
す
る
域
が
あ
ま
り
に

も
少
な
す
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市
民
社
会
の
成
熟
と
と
も
に
、
市
民

の
要
望
は
時
代
と
と
も
に
多
様
に
変
化

し
、
行
政
・
議
会
は
そ
れ
に
充
分
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
も
、
両
民
参
加
の
声
が
広
ま
っ
た

一
要
因
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
参
加
型
の
行
政
と
い

っ
て
も
、
ま
だ
不
定
型
要
素
が
多
く
、

揺
ら
ん
期
の
印
象
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
「
か
っ
ば
の
会
」
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
滴
流
復
活
、
新
し
い
川
つ
く

り
に
向
け
て
、
行
政
と
ど
う
協
力
・
連

携
を
と
っ
て
い
く
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
時
／
6
月
2
2
日
（
土
）
1
3
時
～
1
5
時

●
場
所
／
東
村
山
市
民
セ
ン
タ
ー
2
F

●
問
合
せ
先
／
三
島
冊
9
1
「
2
3
6
5



夏
休
み
の
8
月
4
日
へ
日
）
、
北
山
公

園
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
遊
ほ
う
と
い

う
「
わ
ん
ぱ
く
夏
ま
つ
り
（
仮
称
）
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。

東
村
山
市
が
後
援
と
な
り
、
市
民
主

体
の
手
づ
く
り
の
夏
ま
つ
り
で
す
。
昼

間
は
北
川
で
カ
ヌ
ー
遊
び
を
し
た
り
、

公
園
で
ド
ジ
ョ
ウ
つ
か
み
、
サ
リ
カ
ニ

捕
り
、
夜
に
は
昔
な
つ
か
し
い
野
外
映

画
会
な
ど
な
ど
。
ヤ
ギ
ソ
バ
、
カ
キ
水

屋
の
出
店
も
予
定
。
ぜ
ひ
一
緒
に
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
個
人
、
団
体
の
参
加

を
広
く
募
り
ま
す
。

●
問
合
せ
・
申
込
み
先
／
市
役
所
縁
故

課
内
・
わ
ん
ぱ
く
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
冊
9
3
・
5
1
1
1

建
設
省
主
催
の
　
「
新
河
岸

用
フ
ォ
ー
ラ
ム
9
6
」

開
か
れ
る
。
か
っ
ば
の

会
も
報
告
団
体
で
参
加

さ
る
5
月
1
9
日
、
北
陸
に
あ
る
中
央

工
学
校
で
、
建
設
省
、
新
河
岸
川
流
域

総
合
冶
水
対
策
協
議
会
の
主
催
に
よ
る

「
新
河
岸
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
9
6
」
が
開
か

れ
、
∪
多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
村
山
の
市
民
に
と
っ
て
は
新
河
岸

川
と
い
う
の
は
な
じ
み
の
な
い
名
前
で

す
が
、
わ
が
北
川
も
前
川
も
空
堀
川
も

柳
瀬
川
を
経
由
し
て
新
河
岸
川
に
合
流

す
る
の
で
す
。
ま
た
そ
の
新
河
岸
川
は

さ
ら
に
荒
川
に
合
流
し
、
最
終
的
に
は

東
京
湾
に
流
れ
こ
む
の
で
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
9
6
の
目
的
は
、

こ
れ
か
ち
の
新
河
岸
川
流
域
に
お
け
る

川
づ
く
り
揺
っ
い
て
、
市
民
、
専
門
家
、

河
川
行
政
担
当
者
と
の
総
合
的
な
討
論

を
行
な
い
、
意
見
の
交
流
を
図
る
と
い

う
も
の
で
、
北
川
か
っ
ば
の
会
も
「
生

物
の
生
息
環
境
の
確
保
」
と
い
う
セ
、
、
、

ナ
ー
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
呼
ば
れ
、
北
川

の
現
状
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。

硬
薗
化
し
て
い
た
建
設
省
の
河
川
行

政
が
環
境
重
視
型
に
変
化
し
て
き
た
こ

と
は
以
前
触
れ
ま
し
た
が
、
積
極
的
に

市
民
と
の
対
話
を
求
め
、
そ
の
中
で
一

緒
に
新
し
い
川
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

い
う
姿
勢
は
、
国
を
は
じ
め
都
、
市
の

レ
ベ
ル
で
も
い
よ
い
よ
必
要
と
さ
れ
る

時
代
が
来
た
こ
と
を
満
感
し
ま
し
た
。



離㊥寸克男尊ない㌦0ン

か
っ
ば
の
春
休
み
①
春
の
ウ
ラ
ラ
の
四
万
十
川

「
春
の
G
W
四
万
十
川
は
恒
例
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
全
国
の
障
害
者
カ
ヌ
ー
の

仲
間
が
集
ま
る
か
ら
だ
。
今
年
は
残
念
な

が
ら
都
合
で
集
ま
れ
ず
、
い
つ
も
は
テ
ン

ト
で
埋
め
つ
く
さ
れ
る
口
屋
内
の
河
原

も
静
か
で
あ
っ
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
リ
ー

ダ
ー
は
、
昨
年
の
障
害
者
カ
ヌ
ー
全
国
大

会
ス
ラ
ロ
ー
ム
部
門
で
7
位
の
実
績
を

残
す
井
上
か
つ
と
め
た
。
彼
は
ロ
ー
ル

（
沈
し
て
も
起
き
る
）
技
術
を
も
ち
、
現

在
福
祉
作
業
所
の
設
立
を
目
指
す
パ
ワ

フ
ル
な
好
青
年
で
あ
る
。
川
の
下
見
に
行

く
な
ど
頼
り
に
な
る
存
在
。
東
京
か
ら
四

万
十
川
ま
で
は
遠
い
け
ど
や
っ
ぱ
り
四

万
十
川
と
い
う
感
が
あ
る
。
川
下
り
は
初

め
て
と
い
う
メ
ン
バ
ー
も
含
め
真
書
な

空
と
川
を
眺
め
な
が
ら
今
年
も
ゆ
っ
た

り
と
さ
せ
て
く
れ
た
。

お
す
す
め
の
店

タ
イ
家
庭
料
理
「
サ
ワ
デ
ィ
I
L

久
米
川
駅
南
口
ほ
ほ
正
面
に
あ
る
こ
の

店
、
東
京
で
二
二
を
争
う
味
だ
と
評
判
。

幸
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
子
供
連

れ
で
も
楽
し
め
る
。
ラ
イ
ス
・
ス
ー
プ
・

サ
ラ
ダ
に
デ
ザ
ー
ト
付
で
6
5
0
円
か
ら

楽
し
め
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
ト
ム
ヤ
ム
ク

ン
も
2
0
0
円
で
O
K
。
定
休
日
（
月
）
、
融

0
4
2
3
・
9
5
・
7
8
0
2
。
P
有
。

春
休
み
②
南
会
津
沼
沢
湖
カ
ヌ
ー
旅

四
万
十
に
行
き
た
し
と
お
も
え
ど
も
、

金
な
く
ヒ
マ
も
な
い
、
か
っ
ば
の
会
中
年

夫
婦
と
若
年
夫
婦
二
組
、
計
4
名
は
一
路

南
会
津
沼
沢
潤
に
向
か
っ
た
。
み
ち
の
く

ぼ
ま
だ
春
浅
く
雪
た
っ
ぷ
り
残
り
、
タ
ラ

の
芽
が
出
て
き
た
ば
か
り
。
映
画
の
撮
影

に
来
て
い
た
野
田
知
佑
大
将
や
ら
、
チ
ッ
、

椎
名
誠
隊
員
ら
と
、
や
あ
や
あ
と
馴
れ
馴

れ
し
く
旧
交
を
温
め
、
3
泊
4
日
の
旅
を

た
の
し
ん
で
き
た
。
絶
品
は
山
菜
の
天
プ

う
に
、
八
海
山
。
お
す
す
め
の
キ
ャ
ン
プ

地
で
あ
る
。



多
自
然
型
川
づ
く
り
は

川
を
救
え
る
か
？
②

多
自
然
型
川
づ
ぐ
少
は
、
建
設
省
の
定

義
に
よ
れ
ば
、
「
河
川
が
本
来
有
す
る
豊

か
な
自
然
環
境
と
美
し
い
風
景
を
保

全
・
再
生
・
創
出
し
つ
つ
治
水
対
策
を
進

め
る
川
づ
く
り
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。つ

ま
り
、
多
自
然
型
川
づ
く
り
は
、
従

来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
一
辺
倒
の
河
ヾ

川
改
修
の
方
式
を
見
直
し
、
川
に
住
む
生

き
物
の
生
息
環
境
や
自
然
の
風
景
を
守

っ
た
り
、
復
元
し
た
り
、
さ
ら
に
は
新
た

に
つ
く
り
だ
す
、
と
い
う
画
期
的
な
方
策

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

山
口
県
の
一
ノ
坂
川
で
は
、
改
修
に
あ

た
り
、
自
然
石
の
護
岸
や
草
の
あ
る
川
原

早
瀬
を
人
工
的
に
つ
く
り
だ
し
、
毎
年
ホ

タ
ル
が
乱
舞
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
の
い
た
ち
川
で
は
、
河
原
や
早

瀬
、
淵
、
わ
ん
ど
等
の
多
様
な
流
れ
を
つ

く
り
、
生
き
物
が
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。

大
和
市
の
引
地
川
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
3
両
張
り
護
岸
を
は
が
し
、
蛇
カ
ゴ
※

と
ヤ
ナ
ギ
を
用
い
て
昔
な
が
ら
の
土
手

と
蛇
行
し
た
川
を
復
元
し
ま
し
た
。

（
※
鉄
線
の
円
筒
形
カ
ゴ
の
中
に
石
を

詰
め
た
も
の
）

い
ず
れ
も
北
川
と
似
た
よ
う
な
規
模

の
川
の
話
で
す
。

多
自
然
型
川
づ
く
り
は
、
平
成
2
年
に

建
設
省
が
呼
び
か
け
て
以
来
、
全
国
で

様
々
な
試
み
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

数
は
、
平
成
5
年
度
ま
で
に
延
べ
三
千
箇

所
を
こ
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
自
然
型
川
づ
く
り

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
各
地
で
試

行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
先
の
事
例
の
よ
う
に
、
比
較
的
う
ま

く
い
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
る
一
方
、
効

果
が
疑
わ
し
い
事
例
も
多
く
あ
る
よ
う

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

今
月
の
一
冊

『
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
』

（
ビ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
薯
）
農
文
協
刊
）

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
地
域
の
中

で
人
間
を
含
め
た
生
態
系
が
調
和
を
保

ち
か
つ
持
続
的
に
生
活
で
き
る
た
め
の

空
間
へ
　
（
居
住
・
食
物
等
生
産
・
自
然
環

境
・
地
域
社
会
等
）
を
、
有
機
的
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
理
論
で
す
。
自
然
と
人
が
共
生

で
き
る
技
法
を
教
わ
る
一
冊
で
す
。

今
月
の
一
曲

●
ユ
ニ
ク
マ
Ⅲ
「
ザ
・
ク
ロ
ス
・
オ
フ
・
チ

ェ
ン
ジ
ズ
L
 
C
甑
聖
S
善
一
嵩
C
量
）
S

ど
こ
ま
で
も
イ
マ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
広

が
る
音
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
シ
ン
セ

を
駆
使
し
た
、
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ト
た
。

ア
フ
リ
カ
の
大
地
を
渡
る
熱
い
風
、
民

族
の
悲
し
み
と
祈
り
、
そ
し
て
安
ら
ぎ

の
大
衡
へ
と
。
体
の
奥
底
に
眠
る
遠
い

記
憶
に
触
れ
る
、
心
の
旅
一
そ
ど
う
ぞ
。

（
ヤ
イ
ギ
ヤ



狭山丘陵の東義、トトロの故郷北

山公園一語の経の保全と、その説を

流れるかつての水ガキの生息地北

川の清流復活という2、戸の大きな
夢をもってつくられた「北川かっは
の会」も会員数が早くもも0名を数

えるにいたりました。

自然が大好きで、趣旨Iこ賛同、活
動に参加できる方（参加、入退会自
由）を広く募集いたします。
ノンビリ、楽しくがモットーの会で

す。どうぞご一報下さい。

会費：年間3，000円。
かわいらしい会員証とかっは通信
（隔月刊）をお送りします。

かっは例会：毎月第2土龍日。

問い合わせ・申し込み先：
〒189東村山市野口町3－11－8

三島方血0428－9ト2865

会費振込先：
郵便振替00120－6－104476

（加入者名的ilかっばの会）

かっはの会も早や1年。またし
ょうぶの季節がやってきました。

最近、週末の北山公園に行くと散
策する家族連れが多いことに気づ
きます。やはり豊かな水と緑の自
然に救われているのだと思います。
かっは通信も定期読者が増え、配

付先でいつも楽しみにしています
と声がかかるようになりました。
いちばん嬉しいんです不、コレカ。

●トトロの森の自然観察会

①シジミチョウの仲闇に会おう

日時／6月16日（日）9・00－

②夏のトンボを探そう
日時／7月21日（日〉1000－

場所／／狭山丘陵周辺

参加賞／／大人300円、子供100円

主催／／トトロのふるさと基金

連絡先／イL O429－47－6047

●東大農場見学会と謙涙金

講演′’ノ東大農場の教育研究と実習

見学／／実験稲田、見本園、演習林
日時／6月25日（火）130－4　00

講師，！山岸順子東大農学部助教‡‾
主催／北多摩自然環境連絡会

連絡先ノノ／皿0424－8年0657宮崎

●多摩川の源流を訪ねる

日程／′7月20・21日（一泊二目）

参加費／16．000円

主催／／多摩川を愛する会
連絡先／／阻044－533－2867天馬

⑥周◎掛謙駆除

即事／6月16日（目）14時～16時

場所／／廻田公民館
テーマ／わんぱく夏まつり、かっ

はサロン、かっは探検隊はか。
※会員、非会員となたでも参加

は自由です。散歩がてらのぞ
いてみて下さい。

連絡先／三島舶L O423－91－2365


